1、 第４号古墳
（１）主体部の研究

１　４号墳の概説

位　置　　　　　　　　この古墳のあるところは、羽合町大字上橋津字小塚９０９番地附近で、馬ノ山頂上から西に流れる尾根の先端近くに位置している。北はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ながたに),長谷)という浅い谷をへだてて低い尾根が海岸につづき、南は、昔舟だまりであったと伝えられる水田のあるせまい谷をひかえて、やせた尾根のほとんど全部に、４号古墳はつくられている。標高は３０メートルの高さにあるが、四方の展望はすばらしく、特に西方は橋津の家並を脚下にし、旧砲台跡から天神川、更に延々とつづく北条砂丘と日本海の白波がながめられ、そのはては山陰の名峰大山連山がそびえ立っている。

　　　　　　　　　　　４号古墳は、馬ノ山全山に散らばっている２２基の古墳の中でも、地形からして中心にあり、西には１・２・３号墳を、北に１７・６・７号墳を、東には５・１８・１９号墳を、南には１５・１６号墳がひかえていて、その盟主と思わせる位置にあるのがこの４号墳である。

古墳時代の重要性　　　この古墳は後に述べるように、山陰でも第２位の規模をもち、馬ノ山古墳中でも第１で他の古墳に比べてずばぬけて大きい。その上、この古墳に納められた遺体を入れた設備（主体部）や、その中に副葬した遺品などの質や量などでも又山陰第１級のもので、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),山陰)
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４号墳の発掘調査　　　昭和３１年２月末に、土地所有者の杉原正之をはじめ２～３の人が、梨園の鉄線ひかえ石に利用する考えで、露出散在していた割り石を堀り出し作業中、箱式石棺（主体部２号）を堀りあてた。つづいて３月２日堅穴式石室を堀りあてたので、そのことを知った鳥取県文化財専門委員谷田亀寿（筆者）、同じく佐々木謙らは、現場に急行するとともに県教育委員会に連絡して概略の調査をした上、新聞に発表した。ただちに国の文化財保護委員京大梅原末治教授の来調があり、吹雪におそわれつつ西陽の沈むまで泥土にまみれながら教授は熱心に石室の構造を研究したり、副葬出土品を筆者と共に撮影した。その後各地からも研究者、調査者があつまり、いろいろの論議
史跡の指定　　　　　があったが、昭和３２年６月３日付で文化財保護委員会は、４号墳を中心とする１３基の古墳をひとまとめにして「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),史跡)
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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○○),古墳群)」として指定したのである。つまり橋津の馬ノ山古墳群が世に知られ、鳥取県はもとより、山陰の古墳文化が深く人びとの注目をあびたのは、この古墳調査が動機であるということもできる。

古墳時代前期の代　　　この古墳が学界の必要から、計画的に綿密丁寧な調査研究がされていたならば、まだまだ多く

表的古墳　　　　　　の知らざることを教えたであろうが、偶然の発掘であったことは悲しくもまた惜しいことである。この古墳はまた山陰でも最も古いものであり、古墳時代のはじめに築かれたとみとめられるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),前期)
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